
計画の区分： 学部の学科の設置

平成３０年５月１日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

Ｆ Ａ Ｘ　　024-553-3222

ｅ－mail　　hoiku@fukushima-college.ac.jp

職名・氏名　こども学科
ガ ッ カ

長
チョウ

　　　　田邊
タ ナ ベ

　　稔
ミノル

作成担当者

学校法人　福島学院　　　

[平成２７年度設置］

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

福島学院大学　福祉学部　こども学科

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　　　　こども・保育
ホイク

学科
ガッカ

事務室
ジムシツ

長
チョウ
　平塚

ヒラツカ

　美香子
ミ カ コ

担当部局（課）名  こども・保育学科事務室

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学部名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

電話番号　　024-553-3221

（夜間）　　024-553-3320

　　　３　大学番号の欄については，平成３０年３月２６日付事務連絡「履行状況報告書の提出

　　　　　について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

認可 

大学番号：私０２５  注３ 
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ カンノ　ヒデタカ） （イシダ　ミユキ）

菅　野　英　孝 石　田　みゆき

（平成 3年 8月） （平成28年 4月）

（タマイ　ヒロシ） （コマツ　ユミ）

玉　井　　寛 小　松　由　美

（平成25年 4月） （平成28年 4月）

（ホシノ　ヨシヒコ） （タナベ　ミノル）

星野　仁彦 田　邉　　稔

（平成26年 4月） （平成28年 4月）

（タナベ　ミノル）

田　邉　　稔

（平成27年 4月）

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

　　　　記入してください。

学 部 長

学科長等

変更理由
　理事長職交代
変更年月日
　平成２８年４月１日(28)

変更理由
　副学長職交代
変更年月日
　平成２８年４月１日(28)

学　　長

職　　名

変更理由
　任期満了に伴う退職
変更年月日
　平成２８年４月１日(28)

　　　　福 島 学 院 大 学

　　　　福島県福島市宮代字乳児池１番地１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒960－0181

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　福島学院

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２７年度開設の４年制の学科の場合（平成３０年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　

福祉学部

こども学科

学士（こども学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

32 － 32 － 53 － 46 －

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

[－] [－] [－] [－] [－] [－] [－] [－]

30 － 29 － 49 － 44 －

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

[－] [－] [－] [－] [－] [－] [－] [－]

30 － 29 － 49 － 44 －

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

[－] [－] [－] [－] [－] [－] [－] [－]

24 － 26 － 45 － 38 －

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

[－] [－] [－] [－] [－] [－] [－] [－]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

年 人 年次

160
教育学・保育学
関係

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

0.6 0.65

平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

0.95

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

人

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

0.83倍

備　　考

40 40 40

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　)

1.12

4 40 －

40
(　－　) (　－　) (　－　)
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

24 － 26 － 45 － 38 －

[－] [－] [－] [－] [－] [－] [－] [－]

（－） （－） （ 0 ） （－） （ 0 ） （－） （ 0 ） （－）

24 － 24 － 46 －

[－] [－] [－] [－] [－] [－]

（－） （－） （ 0 ） （－） （ 2 ） （－）

24 － 17 －

[－] [－] [－] [－]

（－） （－） （ 0 ） （－）

24 －

[－] [－]

（－） （－）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際，備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

125

[－] [－] [－] [－]

　　　　さい。

（　0　） （　0　） （　0　） （　2　）

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

24 50 93

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

入学した年度

24 人 0 人 平成２７年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 2 人 0 人 就職１名、経済的理由１名

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 5 人 0 人
就学意欲の低下２名、他の教育機関への入学１名、
就職１名、経済的理由１名

平成２９年度 1 人 0 人 就職１名

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

292 人 8 人

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２７年度】

平成２７年度の退学者数（ａ） 0
平成２７年度の在学者数（ｂ） 24

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 2
平成２８年度の在学者数（ｂ） 50

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 6
平成２９年度の在学者数（ｂ） 93

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 125

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

0 ％

0 ％

4 ％

6.45 ％

=

=

=

=

=

=

=

=

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の在学者数については，該当年度に在学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　内訳については，退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　・　在学者数や退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

人

6

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。　

合　　計

人

人平成３０年度 125 人 0

人平成２９年度 93

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２７年度

平成２８年度

退学者数

在学者数（b） 退学者数（a）
内訳

2人50
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教
育
方
針

1前 2 兼2

教
育
方
針

1前 2 兼2

1通 4 兼1 1通 4 兼1

2前 1 兼2 2前 1 兼2

1通 2 兼1 1通 2 兼1

1･2通 2 兼1 1･2通 2 兼1

3･4通 2 兼1 3･4通 2 兼1

3･4通 2 兼1 3･4通 2 兼1

1通 4 兼1 1通 4 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1通 2 兼1 3通 2 兼1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 兼1 1通 2 兼1

2前 1 兼1 2後 1 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1通 2 兼1 1通 2 兼1

1･2通 2 兼1 1･2通 2 兼1

2通 2 兼1 2通 2 兼1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

4通 2 兼1 4通 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 1 1 1後 1 1

1通 1 兼3 1通 1 1 兼2

2通 1 兼3 2通 1 1 兼2

【平成３０年度】

授業科目の名称
配 当
年 次

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

科目
区分

兼
任
・
兼
担

　国際理解論

　体育講義

　会話演習

　本学の教育

２　授業科目の概要

＜福祉学部　こども学科＞

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数

　日本国憲法

　女性と保健

　英書リーディング

　中国語会話Ⅰ

　中国語会話Ⅱ

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

情
報
教
育
分
野

人
間
関
係
分
野

国
際
理
解
分
野

体
育
分
野

表
現
力
向
上
分
野

教
養
分
野

体
育
分
野

　体育講義

　体育実技Ⅰ

　体育実技Ⅱ

　日本国憲法

　女性と保健

国
際
理
解
分
野

　英会話Ⅰ
　（ベーシックレベル）

　英会話Ⅱ
　（アドバンスレベル）

　英書リーディング

　中国語会話Ⅰ
     　　  （未開講）

　中国語会話Ⅱ
      　   （未開講）

　国際理解論

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

　体育実技Ⅱ

　国語表現

　情報機器操作Ⅰ
　（初級レベル）

　情報機器操作Ⅱ
　（中級レベル）

　情報機器操作ⅢA

　英会話Ⅰ
　（ベーシックレベル）

　英会話Ⅱ
　（アドバンスレベル）

　体育実技Ⅰ

　情報機器操作ⅢB

　生活教養

　生活と安全

　音楽演習

　美術演習

　文学演習

　食彩演習

　本学の教育

表
現
力
向
上
分
野

　国語表現

　会話演習

情
報
教
育
分
野

　情報機器操作Ⅰ
　（初級レベル）

　情報機器操作Ⅱ
　（中級レベル）

　情報機器操作ⅢA
　　 　　　　（未開講）

　情報機器操作ⅢB
　　 　　　　（未開講）

人
間
関
係
分
野

　生活教養

　生活と安全

教
養
分
野

　音楽演習
　　 　　　（未開講）

　美術演習

　文学演習

　食彩演習
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 兼1 1後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

1前 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 1

1後 2 兼1 1前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

2前 1 1 2前 1 1

1通 4 兼1 1通 4 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

1通 4 1 1通 4 1

2前･後 1 兼1 2前･後 1 兼1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

2通 2 兼1 2通 2 兼1

4後 1 兼1 4後 1 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

1後 2 1 1後 2 1 兼1

1通 2 兼1 1通 2 兼1

3通 2 1 3通 2 1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

2通 2 兼1 2通 2 兼1

2通 2 兼1 2通 2 兼1

2通 2 1 2通 2 1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼2

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 兼1 2後 1 1

2通 2 1 2通 2 兼1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3後 2 1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

2通 1 兼1 2通 1 兼1

3後～
4通 5 兼3

3後～
4通 5 兼3

2～3通 2 1 2～3通 2 1

3通 4 1 3通 4 1

3後～
4通 1 1

3後～
4通 1 1

4前 2 1 4前 2 1

3後～
4通 1 1

3後～
4通 1 1

4前 2 1 4前 2 1

兼
任
・
兼
担

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　保育者論

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　保育者論

　教育原理 　教育原理

【認可時又は届出時】 【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

　保育原理 　保育原理

　社会的養護 　社会的養護

　社会福祉 　社会福祉

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

　教育行政 　教育行政

　教育心理学 　教育心理学

　発達心理学 　発達心理学

　地域福祉論 　地域福祉論

　相談援助 　相談援助

　児童家庭福祉 　児童家庭福祉

　発達障害 　発達障害

　 カウンセリング概論 　 カウンセリング概論

　 カウンセリング演習 　 カウンセリング演習（未開講）

　臨床心理学 　臨床心理学

　心理査定法 　心理査定法（未開講）

　育児ストレス 　育児ストレス

　母子保健Ⅱ 　母子保健Ⅱ（未開講）

　子どもの食と栄養 　子どもの食と栄養

　 食物アレルギー事例研究 　 食物アレルギー事例研究

　子どもの保健Ⅰ 　子どもの保健Ⅰ

　子どもの保健Ⅱ 　子どもの保健Ⅱ

　母子保健Ⅰ 　母子保健Ⅰ（未開講）

　保育内容総論 　保育内容総論

　 保育内容指導法 健康 　 保育内容指導法 健康

　 保育内容指導法 人間関係 　 保育内容指導法 人間関係

　家庭支援論 　家庭支援論

　子育て支援政策 　子育て支援政策

　保育・教育課程論 　保育・教育課程論

　 保育内容指導法 表現Ⅱ 　 保育内容指導法 表現Ⅱ

　教育方法及び技術 　教育方法及び技術

　社会的養護内容 　社会的養護内容

　 保育内容指導法 環境 　 保育内容指導法 環境

　 保育内容指導法 言葉 　 保育内容指導法 言葉

　 保育内容指導法 表現Ⅰ 　 保育内容指導法 表現Ⅰ

　 幼児理解の理論と方法  　幼児理解の理論と方法

　教育相談 　教育相談

　 保護者対応事例研究
　 保護者対応事例研究
　　　　　　　　（未開講）

　保育相談支援 　保育相談支援

　乳児保育 　乳児保育

　障害児保育 　障害児保育

　保育実習指導Ⅰ 　保育実習指導Ⅰ

　保育実習Ⅰ 　保育実習Ⅰ

　保育実習指導Ⅱ 　保育実習指導Ⅱ

　  保育・幼稚園教職実践演習 　  保育・幼稚園教職実践演習

　 認定こども園基本実習 　 認定こども園基本実習

　幼稚園教育実習 　幼稚園教育実習

　保育実習Ⅱ 　保育実習Ⅱ

　保育実習指導Ⅲ 　保育実習指導Ⅲ

　保育実習Ⅲ 　保育実習Ⅲ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 2 兼1 1通 2 兼1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

3後 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

2通 2 1 2通 2 1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4通 1 兼1 4通 1 兼1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4後 2 1 4後 2 1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

4通 2 兼1 4通 2 兼1

4通 2 兼1 4通 2 兼1

1･2通 2 兼1 1･2通 2 兼1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

4後 1 兼1 4後 1 兼1

3～
4通

4 3 2
3～
4通

4 4 4

【認可時又は届出時】 【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

　ピアノ演習
　（初級レベル）

　ピアノ演習
　（中級レベル）

　ピアノ演習
　（中級レベル）

　ピアノ演習
　（上級レベル）

　ピアノ演習
　（上級レベル）

　ピアノ演習
　（初級レベル）

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　器楽演習

　音楽

　学童保育

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
科
目

　教育内容指導法 算数

　教育内容指導法 体育

　器楽演習（未開講）

　国語 　国語

　算数 　算数

　音楽

　図画工作 　図画工作

　体育 　体育

　学童保育（未開講）

　学童保育実習
　学童保育実習
　　　　（未開講）

　教育内容指導法 国語
　教育内容指導法 国語
　　　　　　　　（未開講）

　教育内容指導法 算数

　教育内容指導法 音楽
　教育内容指導法 音楽
　　　　　　　　（未開講）

　教育内容指導法 図画工作
　教育内容指導法 図画工作
　　　　　　　　　　　　（未開講）

　教育内容指導法 体育
　　　　　　　　（未開講）

本
学
独
自
の
科
目

　園芸

本
学
独
自
の
科
目

　園芸（未開講）

　創作ミュージカル 　創作ミュージカル

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
科
目

　ゼミナール 　ゼミナール

　ﾊﾞﾘﾀﾞﾝｽﾚｯｽﾝと
　ﾊﾞﾘ島幼稚園交流

　ﾊﾞﾘﾀﾞﾝｽﾚｯｽﾝと
　ﾊﾞﾘ島幼稚園交流
　　　　　 　（未開講）

　特別研究Ⅰ 　特別研究Ⅰ

　特別研究Ⅱ
　特別研究Ⅱ
　　　　　 （未開講）

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教
育
方
針

1前 2 兼2

教
育
方
針

1前 2 兼2

1通 4 兼1 1通 4 兼1

2前 1 兼2 2前 1 兼2

1通 2 兼1 1通 2 兼1

1･2通 2 兼1 1･2通 2 兼1

3･4通 2 兼1 3･4通 2 兼1

3･4通 2 兼1 3･4通 2 兼1

1通 4 兼1 1通 4 兼1

1後 2 兼1 1前 2 兼1

1通 2 兼1 1通 2 兼1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 兼1 1通 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1通 2 兼1 1通 2 兼1

1･2通 2 兼1 1･2通 2 兼1

2通 2 兼1 2通 2 兼1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

4通 2 兼1 4通 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 1 1 1後 1 1

1通 1 兼3 1通 1 1 兼2

2通 1 兼3 2通 1 1 兼2

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成２７年度】 【平成２８年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

　会話演習 　会話演習

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

情
報
教
育
分
野

　情報機器操作Ⅰ
　（初級レベル）

情
報
教
育
分
野

　情報機器操作Ⅰ
　（初級レベル）

　情報機器操作Ⅱ
　（中級レベル）

　情報機器操作Ⅱ
　（中級レベル）

　情報機器操作ⅢA 　情報機器操作ⅢA

　情報機器操作ⅢB 　情報機器操作ⅢB

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

　本学の教育

表
現
力
向
上
分
野

　国語表現 表
現
力
向
上
分
野

　国語表現

　文学演習 　文学演習

　食彩演習 　食彩演習

人
間
関
係
分
野

　生活教養
人
間
関
係
分
野

　生活教養

　生活と安全 　生活と安全

　日本国憲法 　日本国憲法

　女性と保健 　女性と保健

国
際
理
解
分
野

　英会話Ⅰ
　（ベーシックレベル）

国
際
理
解
分
野

　英会話Ⅰ
　（ベーシックレベル）

　英会話Ⅱ
　（アドバンスレベル）

　英会話Ⅱ
　（アドバンスレベル）

教
養
分
野

　音楽演習

教
養
分
野

　音楽演習

　美術演習 　美術演習

　英書リーディング 　英書リーディング

　中国語会話Ⅰ 　中国語会話Ⅰ

　中国語会話Ⅱ 　中国語会話Ⅱ

　国際理解論 　国際理解論

体
育
分
野

　体育講義

体
育
分
野

　体育講義

　体育実技Ⅰ 　体育実技Ⅰ

　体育実技Ⅱ 　体育実技Ⅱ

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

　本学の教育
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 兼1 1前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

2前 1 1 2前 1 1

1通 4 兼1 1通 4 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

1通 4 1 1通 4 1

2前･後 1 兼1 2前･後 1 兼1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

2通 2 兼1 2通 2 兼1

4後 1 兼1 4後 1 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

1後 2 1 兼1 1後 2 1 兼1

1通 2 兼1 1通 2 兼1

3通 2 1 3通 2 1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

2通 2 兼1 2通 2 兼1

2通 2 兼1 2通 2 兼1

2通 2 1 2通 2 1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

3前 2 兼2 3前 2 兼2

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2通 2 1 2通 2 1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

2通 1 兼1 2通 1 兼1

3後～
4通 5 兼3

3後～
4通 5 兼3

2～3通 2 1 2～3通 2 1

3通 4 1 3通 4 1

3後～
4通 1 1

3後～
4通 1 1

4前 2 1 4前 2 1

3後～
4通 1 1

3後～
4通 1 1

4前 2 1 4前 2 1

兼
任
・
兼
担

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　保育者論

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　保育者論

　教育原理 　教育原理

【平成２７年度】 【平成２８年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

　保育原理 　保育原理

　社会的養護 　社会的養護

　社会福祉 　社会福祉

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

　教育行政 　教育行政

　教育心理学 　教育心理学

　発達心理学 　発達心理学

　地域福祉論 　地域福祉論

　相談援助 　相談援助

　児童家庭福祉 　児童家庭福祉

　発達障害 　発達障害

　 カウンセリング概論 　 カウンセリング概論

　 カウンセリング演習 　 カウンセリング演習

　臨床心理学 　臨床心理学

　心理査定法 　心理査定法

　育児ストレス 　育児ストレス

　母子保健Ⅱ 　母子保健Ⅱ

　子どもの食と栄養 　子どもの食と栄養

　 食物アレルギー事例研究 　 食物アレルギー事例研究

　子どもの保健Ⅰ 　子どもの保健Ⅰ

　子どもの保健Ⅱ 　子どもの保健Ⅱ

　母子保健Ⅰ 　母子保健Ⅰ

　保育内容総論 　保育内容総論

　 保育内容指導法 健康 　 保育内容指導法 健康

 　保育内容指導法 人間関係 　 保育内容指導法 人間関係

　家庭支援論 　家庭支援論

　子育て支援政策 　子育て支援政策

　保育・教育課程論 　保育・教育課程論

　 保育内容指導法 表現Ⅱ 　 保育内容指導法 表現Ⅱ

　教育方法及び技術 　教育方法及び技術

　社会的養護内容 　社会的養護内容

 　保育内容指導法 環境 　 保育内容指導法 環境

 　保育内容指導法 言葉 　 保育内容指導法 言葉

 　保育内容指導法 表現Ⅰ 　 保育内容指導法 表現Ⅰ

　 幼児理解の理論と方法 　 幼児理解の理論と方法

　教育相談 　教育相談

　 保護者対応事例研究 　 保護者対応事例研究

　保育相談支援 　保育相談支援

　乳児保育 　乳児保育

　障害児保育 　障害児保育

　保育実習指導Ⅰ 　保育実習指導Ⅰ

　保育実習Ⅰ 　保育実習Ⅰ

　保育実習指導Ⅱ 　保育実習指導Ⅱ

    保育・幼稚園教職実践演習 　  保育・幼稚園教職実践演習

 　認定こども園基本実習 　 認定こども園基本実習

　幼稚園教育実習 　幼稚園教育実習

　保育実習Ⅱ 　保育実習Ⅱ

　保育実習指導Ⅲ 　保育実習指導Ⅲ

　保育実習Ⅲ 　保育実習Ⅲ



10

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 2 兼1 1通 2 兼1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

2通 2 1 2通 2 1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4通 1 兼1 4通 1 兼1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4後 2 1 4後 2 1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

4通 2 兼1 4通 2 兼1

4通 2 兼1 4通 2 兼1

1･2通 2 兼1 1･2通 2 兼1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

4後 1 兼1 4後 1 兼1

3～
4通

4 3 2
3～
4通

4 3 2

【平成２７年度】 【平成２８年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　ピアノ演習
　（初級レベル）

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　器楽演習

　音楽

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
科
目

　学童保育

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
科
目

　 教育内容指導法 算数

　 教育内容指導法 体育

　ピアノ演習
　（初級レベル）

　ピアノ演習
　（中級レベル）

　ピアノ演習
　（中級レベル）

　ピアノ演習
　（上級レベル）

　ピアノ演習
　（上級レベル）

　器楽演習

　国語 　国語

　算数 　算数

　音楽

　図画工作 　図画工作

　体育 　体育

　学童保育

　学童保育実習 　学童保育実習

　 教育内容指導法 国語 　 教育内容指導法　国語

 　教育内容指導法　算数

　 教育内容指導法 音楽 　 教育内容指導法　音楽

　 教育内容指導法 図画工作 　 教育内容指導法 図画工作

　 教育内容指導法　体育

本
学
独
自
の
科
目

　園芸

本
学
独
自
の
科
目

　園芸

　創作ミュージカル 　創作ミュージカル

　ゼミナール 　ゼミナール

　ﾊﾞﾘﾀﾞﾝｽﾚｯｽﾝと
　ﾊﾞﾘ島幼稚園交流

　ﾊﾞﾘﾀﾞﾝｽﾚｯｽﾝと
　ﾊﾞﾘ島幼稚園交流

　特別研究Ⅰ 　特別研究Ⅰ

　特別研究Ⅱ 　特別研究Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教
育
方
針

1前 2 兼2

1通 4 兼1

2前 1 兼2

1通 2 兼1

1･2通 2 兼1

3･4通 2 兼1

3･4通 2 兼1

1通 4 兼1

1前 2 兼1

3通 2 兼1

1通 2 1

1通 2 兼1

2後 1 兼1

2後 2 兼1

1後 2 兼1

1通 2 兼1

1･2通 2 兼1

2通 2 兼1

3通 2 兼1

4通 2 兼1

1前 2 兼1

1後 1 1

1通 1 1 兼2

2通 1 1 兼2

【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

人
間
関
係
分
野

　生活教養

　生活と安全

教
養
分
野

　音楽演習

　美術演習

　文学演習

　食彩演習

　日本国憲法

　女性と保健

国
際
理
解
分
野

　英会話Ⅰ
　（ベーシックレベル）

　英会話Ⅱ
　（アドバンスレベル）

　英書リーディング

　中国語会話Ⅰ
       （未開講）

　中国語会話Ⅱ

　国際理解論

体
育
分
野

　体育講義

　体育実技Ⅰ

　体育実技Ⅱ

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

　本学の教育

表
現
力
向
上
分
野

　国語表現

　会話演習

情
報
教
育
分
野

　情報機器操作Ⅰ
　（初級レベル）

　情報機器操作Ⅱ
　（中級レベル）

　情報機器操作ⅢA
　　　　　　 （未開講）

　情報機器操作ⅢB
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 兼1

2前 2 兼1

1後 2 兼1

1後 2 兼1

1前 2 兼1

4前 2 兼1

2前 1 兼1

1前 2 兼1

3前 2 兼1

2前 1 1

1通 4 兼1

3前 2 1

3通 2 兼1

3後 2 兼1

4前 2 兼1

3前 2 兼1

3後 1 兼1

1通 4 1

2前･後 1 兼1

4前 2 兼1

4後 2 兼1

2通 2 兼1

4後 1 兼1

2後 2 兼1

4後 2 兼1

1後 2 1 兼1

1通 2 兼1

3通 2 1

3通 2 兼1

2通 2 兼1

2通 2 兼1

2通 2 1

3通 2 兼1

3前 2 兼2

2前 1 1

2後 1 1

2通 2 兼1

3通 2 兼1

3後 2 1

3後 2 1

4前 1 兼1

4後 2 兼1

2通 1 兼1

3後～
4通 5 兼3

2～3通 2 1

3通 4 1

3後～
4通 1 1

4前 2 1

3後～
4通 1 1

4前 2 1

【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

　児童家庭福祉

　母子保健Ⅰ

　教育行政

　教育心理学

　発達心理学

　臨床心理学

　心理査定法（未開講）

　育児ストレス

　発達障害

　 カウンセリング概論

　  カウンセリング演習（未開講）

　子どもの保健Ⅰ

　子どもの保健Ⅱ

　 保育内容指導法 表現Ⅰ

　母子保健Ⅱ

　子どもの食と栄養

　 食物アレルギー事例研究

　家庭支援論

　子育て支援政策

　保育・教育課程論

　保育内容総論

　 保育内容指導法 健康

   保育内容指導法 人間関係

　 保育内容指導法 環境

　 保育内容指導法 言葉

　幼稚園教育実習

　 保育内容指導法 表現Ⅱ

　教育方法及び技術

　社会的養護内容

　保育相談支援

　乳児保育

　障害児保育

　 幼児理解の理論と方法

　教育相談

　 保護者対応事例研究

   保育・幼稚園教職実践演習

　 認定こども園基本実習

　保育実習指導Ⅰ

　保育実習Ⅰ

　保育実習指導Ⅱ

　保育実習Ⅱ

　保育実習指導Ⅲ

　保育実習Ⅲ

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　保育者論

　教育原理

　保育原理

　社会的養護

　社会福祉

　地域福祉論

　相談援助
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 2 兼1

1通 2 1

1通 2 1

1通 2 1

3前 2 兼1

3後 2 兼1

1通 2 1

1通 2 1

2通 2 1

4前 2 兼1

4通 1 兼1

4前 2 1

4前 2 兼1

4後 2 1

4後 2 兼1

4後 2 兼1

4通 2 兼1

4通 2 兼1

1･2通 2 兼1

4前 1 兼1

4後 1 兼1

3～
4通

4 3 1 1

（注）・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と平成３０年度の表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、

　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　ピアノ演習
　（初級レベル）

　ピアノ演習
　（中級レベル）

　ピアノ演習
　（上級レベル）

　 器楽演習（未開講）

　国語

　算数

　音楽

　図画工作

　体育

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
科
目

　学童保育

　学童保育実習

　 教育内容指導法 国語

　 教育内容指導法 算数

　 教育内容指導法 音楽

 　教育内容指導法 図画工作

　 教育内容指導法 体育

本
学
独
自
の
科
目

　園芸

　創作ミュージカル

　ﾊﾞﾘﾀﾞﾝｽﾚｯｽﾝと
　ﾊﾞﾘ島幼稚園交流
             （未開講）

　特別研究Ⅰ

　特別研究Ⅱ

　ゼミナール
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【平成２７年度】

【平成２８年度】

【平成２９年度】

【平成３０年度】

（注）・  変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。

　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、

　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除してください。

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　 　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「生活と安全」の配当年次を「１前」から「１後」に変更。
・兼任教員一身上の都合による就任辞退のため、「英会話Ⅰ（ベーシックレベル）」の兼任教員を変更。
・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「体育講義」の配当年次を「１後」から「１前」に変更。
・教職課程認定申請による担当教員変更のため、「保育者論」の兼任教員を変更。
・教職課程認定申請による担当教員変更のため、「教育原理」の兼任教員を変更。
・教職課程認定申請による担当教員変更のため、「教育行政」の兼任教員を変更。
・教職課程認定申請による担当教員追加のため、「保育・教育課程論」をオムニバスに変更し、「教授１」と「兼１」に変更。
・教職課程認定申請による担当教員変更のため、「教育方法及び技術」をオムニバスに変更し、「兼１」から「兼２」に変更。

・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「生活と安全」の配当年次を「１後」から「１前」に変更。
・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「体育講義」の配当年次を「１前」から「１後」に変更。
・専任教員(講師)退職のため、「体育講義」の担当教員を変更。
・兼任教員から専任教員へ１名変更のため、「体育実技Ⅰ」を「兼３」から「兼２」に変更。
・兼任教員から専任教員へ１名変更のため、「体育実技Ⅱ」を「兼３」から「兼２」に変更。
・担当教員の変更のため、「社会的養護」を兼担教員から兼任教員に変更。
・専任教員授業科目追加のため、「相談援助」の担当教員を「兼１」から「専任講師」に変更。
・兼任教員退職のため、「子どもの保健Ⅱ」の担当教員を変更。
・担当教員変更のため、「子どもの食と栄養」の担当教員を変更。
・専任教員(講師)退職のため、「体育」の担当教員を変更。
・兼任教員から専任教員へ変更のため、「保育内容指導法　体育」の担当教員を変更。（後任未定）

　　　　

・兼任教員就任辞退のため、「本学の教育」の担当教員を変更。
・兼任教員就任辞退のため、「音楽演習」のを配当年次を「１通」から「３通」に変更。
・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「食彩演習」の配当年次を「２前」から「２後」に変更。
・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「保育者論」の配当年次を「１前」から「１後」に変更。
・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「保育原理」の配当年次を「１前」から「１後」に変更。
・専任教員(講師)就任辞退のため、「相談援助」の担当教員を「専任」から「兼１」に変更。
・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「児童家庭福祉」の配当年次を「１後」から「１前」に変更。
・「臨床心理学」の専任教員が「講師」から「准教授」に昇格。
・後任担当教員決定のため、「カウンセリング概論」の担当教員を変更。
・兼任教員退職のため、「子どもの保健Ⅱ」の担当教員を変更。
・「保育内容指導法　表現Ⅰ」の専任教員が「講師」から「准教授」に昇格。
・専任教員授業科目追加による変更のため、「保育相談支援」の担当教員を「専任講師」に変更。
・専任教員(講師)就任辞退のため、「乳児保育」の担当教員を「専任講師」から「兼１」に変更。
・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「教育相談」の配当年次を「３前」から「３後」に変更。
・「教育相談」の専任教員が「講師」から「准教授」に昇格。
・担当教員の時間割調整による開講時期変更のため、「国語」の配当年次を「３後」から「３前」に変更。
・「ゼミナール」の専任教員を「講師」から「准教授」に昇格。

　　　　

計

・「体育講義」、「体育実技Ⅰ」、「体育実技Ⅱ」の担当教員を「講師」から「准教授」に昇格。
・専任教員（講師）就任辞退により、兼任教員が担当していた「相談援助」を専任講師に変更。
・「保育相談支援」の担当教員を「講師」から「准教授」に昇格。
・「保育実習指導Ⅰ」、「保育実習Ⅰ」、「保育実習指導Ⅱ」、「保育実習Ⅱ」の担当教員を「講師」から「准教授」に昇格。
・兼任教員退職のため、「算数」の担当教員を変更。
・兼任教員退職のため、「教育内容指導法　算数」の担当教員を変更。
・専任教員授業科目追加による変更のため、「ゼミナール」を「専任教授４」、「専任准教授４」に変更。
・「体育」の担当教員を「講師」から「准教授」に昇格。

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由

28 68 0 96 28科目 科目科目科目 0 96

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

68 科目科目科目科目
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

96

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

　　該当なし

　　　　留意してください。

＝ 0

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

未開講の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無
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備考

図書　86,242冊

うち外国書[5,790冊]

福島学院大学短期大学
部（必要面積 6,200
㎡）と共用

福島学院大学短期大学
部（必要面積 5,900
㎡）と共用

大学全体

福祉学部
短期大学部保育学科
と共用

福島学院大学と
短期大学部と共用

共同研究費等は福祉
学部こども学科のみ。
なお、共同研究費に
ついては外部資金の
獲得を奨励する。

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

設備購入費

図書購入費

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

（12,679〔519〕） （　　　44〔12〕） （　　　9〔　6〕）

点

1,018㎡ スポーツルーム

体育館以外のスポーツ施設の概要

点

0㎡

0㎡ 6,423㎡

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

25,665㎡ 0㎡ 25,665㎡0㎡

（　　　　　22,909㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

福祉学部こども学科 室

冊

44〔12〕　

12

視聴覚資料

千円980千円 千円

教授400千円
准教授350千円
講師300千円

３　施設・設備の整備状況，経費

4,166㎡ 22,909㎡

（　　　　　　374㎡）

0㎡ 44,641㎡

計

374㎡ 18,369㎡

（　　　　　18,369㎡） （　　　　　4,166㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,230千円 980千円

第４年次 第５年次

（12,679〔519〕）

44,641㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

0室

情報処理学習施設

4室

（補助職員　0人）

（　0　）

0㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

－

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 資産運用収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 1,000千円 1,000千円 1,000千円

第６年次

－ 1,000千円

1,000千円 1,000千円

開設年度区　　分 開設前年度 完成年度

〔うち外国書〕

機械・器具
〔うち外国書〕

32,088㎡

0㎡

10〔　7〕　 4,500 －

980千円

教授400千円
准教授350千円
講師300千円

12,553㎡

37室

実験実習室

計
44〔12〕　

種

福祉学部
　こども学科

11,857〔665〕　

講　義　室

19室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

11,857〔665〕　

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

6,423㎡

32,088㎡ 0㎡

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

18室

完成年度

178

（　　9〔　6〕） （4,831） （　－　）

収 納 可 能 冊 数

4,500 － 0

（　－　） （　0　）（4,831）

点

標　　本

100,000

0㎡

　

図
書
・
設
備

(５)

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（30）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

12,553㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

そ　の　他

合　　　計

0㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

2,003㎡

(７) 体　　育　　館

0

10〔　7〕　

（　　44〔12〕）

－
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

心理学研究科

　臨床心理学専攻 2 7 - 14 修士
（臨床心理学）

0.92 平成19年度
福島県福島市本町
２番１０号

　こども心理専攻 2 7 - 14 修士
（こども心理）

0.00 平成25年度 同上

福祉学部

　福祉心理学科 4 70 - 280 学士
（福祉心理学）

0.77 平成15年度 同上

　こども学科 4 40 - 160 学士
（こども学）

0.83 平成27年度
福島県福島市宮代
字乳児池１番地１

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

保育学科 2 170 - 340
短期大学士
（保育学） 0.72 昭和41年度

福島県福島市宮代
字乳児池１番地１

食物栄養学科 2 50 - 100 短期大学士
（食物栄養学） 0.51 昭和43年度 同上

情報ビジネス学科 2 40 - 80 短期大学士
（情報ビジネス学） 1.20 昭和60年度

福島県福島市本町
２番１０号

４　ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況

　福　島　学　院　大　学　短　期　大　学　部

　福　島　学　院　大　学

福祉心理学科入学定員
平成27年度　70名
平成28年度　70名
平成29年度　70名
平成30年度　70名

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。
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【認可時又は届出時】 【平成２７年度】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専 講師

５　教員組織の状況

＜福祉学部　こども学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・ 専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　
職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専 教授

板垣　健太郎
（64）

＜平成28年4月＞

教育心理学
幼児理解の理論と方法
ゼミナール

専 教授
（学科長）

田邉　稔
（60）

＜平成27年4月＞

社会的養護内容
保育実習指導Ⅲ
保育実習Ⅲ
ゼミナール

専 教授

古畑　雅規
（45）

＜平成27年4月＞

ピアノ演習
（中級レベル）
ピアノ演習
（上級レベル）

専 教授

Michal Bogdan
Sobkowiak
（41）

＜平成27年4月＞

美術演習
図画工作

専 教授

伊藤　俊彦
（70）

＜平成27年4月＞

子どもの保健Ⅰ
保育内容指導法　健康

専 教授

佐藤　理
（67）

＜平成27年4月＞

専 教授

渡辺　博志
（70）

＜平成27年4月＞

保育・教育課程論
教育内容指導法　国語

保育・教育課程論
教育内容指導法　国語

保育・教育課程論
教育内容指導法　国語
ゼミナール

専 教授

渡辺　博志
（68）

＜平成27年4月＞

専

器楽演習
音楽
教育内容指導法　音楽
ゼミナール

専

教授

渡辺　博志
（69）

＜平成27年4月＞

専 教授

渡辺　博志
（67）

＜平成27年4月＞

保育・教育課程論
教育内容指導法　国語

教授

准教授

鈴木（渡邊）美樹
（52）

＜平成29年4月＞

佐藤　佑貴
（37）

＜平成29年4月＞

臨床心理学
教育相談

講師

島田　貴広
（47）

＜平成28年4月＞

専 講師

保育内容指導法 表現Ⅰ
ゼミナール

保育内容指導法 表現Ⅰ
ゼミナール

保育・教育課程論
教育内容指導法　国語

渡辺　博志
（66）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

磯部　裕子
（54）

＜平成27年4月＞

保育・教育課程論

兼任 講師

磯部　裕子
（55）

＜平成27年4月＞

保育・教育課程論

体育講義
体育

藤村　透子
（41）

＜平成27年4月＞

専 准教授

島田　貴広
（49）

＜平成28年4月＞

専 講師

鈴木（渡邊）美樹
（49）

＜平成28年4月＞

専 専 准教授

鈴木（渡邊）美樹
（53）

＜平成29年4月＞

保育内容指導法 表現Ⅰ
ゼミナール

体育講義
体育

専

兼任 講師

磯部　裕子
（56）

＜平成27年4月＞

保育・教育課程論

専 准教授

佐藤　佑貴
（40）

＜平成29年4月＞

臨床心理学
教育相談

体育講義
体育

専 講師

島田　貴広
（48）

＜平成28年4月＞

磯部　裕子
（57）

＜平成27年4月＞

保育・教育課程論

専 准教授

佐藤　佑貴
（41）

＜平成29年4月＞

臨床心理学
教育相談
ゼミナール

体育講義
体育
ゼミナール

兼任 講師
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【認可時又は届出時】 【平成２７年度】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　
職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・ 兼担・

専 講師

今　清孝
（51）

＜平成28年4月＞

担当授業科目名

専 准教授

今　清孝
（55）

＜平成28年4月＞

保育実習指導Ⅰ
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅱ
保育実習Ⅱ
ゼミナール

保育相談支援
保育実習指導Ⅰ
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅱ
保育実習Ⅱ
ゼミナール

保育相談支援
保育実習指導Ⅰ
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅱ
保育実習Ⅱ
ゼミナール

専 講師

今　清孝
（54）

＜平成28年4月＞

専 講師

横畑　泰希
（49）

＜平成29年4月＞

乳児保育

専 講師

後任未定

乳児保育 乳児保育

専 講師

後任未定

兼任 講師

横畑　泰希
（53）

＜平成29年4月＞

乳児保育 乳児保育

兼任 講師

横畑　泰希
（52）

＜平成29年4月＞

兼担 教授

三浦　尚之
（72）

＜平成27年4月＞

乳児保育

兼担 講師

横畑　泰希
（49）

＜平成28年4月＞

本学の教育
音楽演習

兼任
非常勤
講師

三浦　尚之
（72）

＜平成29年4月＞

本学の教育
音楽演習

兼任 講師

小松　由美
（51）

＜平成29年4月＞

本学の教育 本学の教育

兼任 講師

小松　由美
（50）

＜平成29年4月＞

後任未定

音楽演習 音楽演習

後任未定

兼担 教授

内藤　哲雄
（66）

＜平成29年4月＞

発達障害

兼担 教授

星野　仁彦
（72）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

木村　泰博
（35）

＜平成30年4月＞

心理査定法 心理査定法

兼任
非常勤
講師

西村　學
（66）

＜平成30年4月＞

発達心理学
障害児保育

兼担 教授

西村　學
（66）

＜平成27年4月＞

発達心理学
障害児保育

兼担 准教授

黒津　康司
（63）

＜平成27年4月＞

女性と保健
育児ストレス
母子保健Ⅰ
母子保健Ⅱ

兼担 教授

織田　正昭
（65）

＜平成27年4月＞

生活と安全
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【認可時又は届出時】 【平成２７年度】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
兼任　 兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名

兼任 講師

松本　貴智
（44）

＜平成29年4月＞

カウンセリング概論 カウンセリング概論

カウンセリング概論
カウンセリング演習

カウンセリング概論
カウンセリング演習

カウンセリング概論
カウンセリング演習

後任未定 兼任 講師

松本　貴智
（43）

＜平成29年4月＞

後任未定

桃井　真帆
（45）

＜平成29年4月＞
後任未定

後任未定

カウンセリング演習 カウンセリング演習

兼担 講師

日下　輝美
（51）

＜平成27年4月＞

兼担 講師

社会福祉
地域福祉論

保育相談支援
保護者対応事例研究

専 講師

今　清孝
（54）

＜平成29年4月＞

専 准教授

今　清孝
（55）

＜平成29年4月＞

社会的養護
保育相談支援
保護者対応事例研究

保育相談支援 保育相談支援

加藤　とよ
（66）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

加藤　とよ
（70）

＜平成29年4月＞

保護者対応事例研究 保護者対応事例研究

兼担 講師

加藤　とよ
（68）

＜平成27年4月＞
兼任 講師

加藤　とよ
（69）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

田上　貞一郎
（65）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

神戸　信行
（69）

＜平成28年4月＞

社会的養護 社会的養護 社会的養護

兼任 講師

神戸　信行
（67）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

神戸　信行
（68）

＜平成28年4月＞

兼担 講師

国語表現
保育内容指導法　言葉
国語

兼任 講師

宮前　貢
（72）

＜平成27年4月＞
兼任 講師

宮前　貢
（73）

＜平成27年4月＞

保育者論
保育・幼稚園教職実践演習

幼稚園教育実習
兼任 講師

長島　輝子
（62）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

宮前　貢
（76）

＜平成27年4月＞

保育・幼稚園教職実践演習

幼稚園教育実習
保育・幼稚園教職実践演習

幼稚園教育実習
保育・幼稚園教職実践演習

幼稚園教育実習
保育・幼稚園教職実践演習

幼稚園教育実習

兼任 講師

宮前　貢
（74）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

宮前　貢
（75）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

長島　輝子
（65）

＜平成27年4月＞

保育者論 保育者論 保育者論 保育者論

兼任 講師

長島　輝子
（63）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

長島　輝子
（64）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

酒井　創
（53）

＜平成27年4月＞

創作ミュージカル
バリダンスレッスンと
バリ島幼稚園交流

兼任 講師

佐藤　敦子
（58）

＜平成27年4月＞

情報機器操作Ⅰ
（初級レベル）
情報機器操作Ⅱ
（中級レベル）

兼任 講師

水野谷　龍之
（69）

＜平成27年4月＞

生活教養

兼任 講師

渡辺　雅子
（51）

＜平成27年4月＞

英会話Ⅱ
（アドバンスレベル）
英書リーディング
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【認可時又は届出時】 【平成２７年度】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
兼任　 兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名

兼任 講師

藤本　要
（52）

＜平成27年4月＞

中国語会話Ⅰ
中国語会話Ⅱ

兼任 講師

呂　学如
（63）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

藤本　要
（56）

＜平成30年4月＞

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ
教育内容指導法　体育

兼任 講師

杉浦　広幸
（50）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

田村　佳奈美
（52）

＜平成28年4月＞

子どもの食と栄養 子どもの食と栄養 子どもの食と栄養 子どもの食と栄養

兼任 講師

田村　佳奈美
（50）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

田村　佳奈美
（51）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

鈴木　礼子
（65）

＜平成28年4月＞

保育内容指導法　環境
園芸

兼任 講師

木村　信綱
（35）

＜平成29年4月＞

教育内容指導法
図画工作

兼任 講師

石田　敏和
（63）

＜平成30年4月＞

情報機器操作ⅢA
情報機器操作ⅢB

兼任 講師

島田　貴広
（45）

＜平成27年4月＞

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ
教育内容指導法　体育

専 准教授

島田　貴広
（49）

＜平成27年4月＞

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

専 講師

島田　貴広
（47）

＜平成27年4月＞

専 講師

島田　貴広
（48）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

藤本　要
（56）

＜平成30年4月＞

教育内容指導法　体育 教育内容指導法　体育 教育内容指導法　体育

後任未定 後任未定

講師

後任未定

兼任 講師

横畑　泰希
（52）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

髙橋　雄二
（55）

＜平成28年4月＞

相談援助

相談援助

兼任 講師

芝田　郁子
（57）

＜平成28年4月＞

兼任

専 講師

八木　孝憲
（43）

＜平成30年4月＞
相談援助

相談援助 相談援助

兼担 講師

横畑　泰希
（51）

＜平成28年4月＞
専

講師

金子　里美
（71）

＜平成29年4月＞

子どもの保健Ⅱ 子どもの保健Ⅱ 子どもの保健Ⅱ 子どもの保健Ⅱ

講師

茂木　光代
（61）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

金子　里美
（70）

＜平成29年4月＞

兼任

兼任 講師

鈴木　智子
（51）

＜平成27年4月＞

食物アレルギー事例研究

兼任 講師

中村　啓子
（66）

＜平成30年4月＞

保育内容総論
保育内容指導法 人間関係
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【認可時又は届出時】 【平成２７年度】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　
職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任 講師

長島　輝子
（61）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

長島　輝子
（62）

＜平成27年4月＞

担当授業科目名

兼任 講師

長島　輝子
（65）

＜平成27年4月＞

幼稚園教育実習
保育者論
幼稚園教育実習

保育者論
幼稚園教育実習

保育者論
幼稚園教育実習

保育者論
幼稚園教育実習

兼任 講師

長島　輝子
（63）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

長島　輝子
（64）

＜平成27年4月＞

兼任 助教

長久保　和子
（37）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

長久保　和子
（38）

＜平成28年4月＞

特別研究Ⅱ

兼任 講師

菅田　清正
（56）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

長久保　和子
（41）

＜平成28年4月＞

認定こども園基本実習
幼稚園教育実習

認定こども園基本実習
幼稚園教育実習

認定こども園基本実習
幼稚園教育実習

認定こども園基本実習
幼稚園教育実習

認定こども園基本実習
幼稚園教育実習

兼任 講師

長久保　和子
（39）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

長久保　和子
（40）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

荒川　守
（64）

＜平成28年4月＞

本学の教育

兼任 講師

遠藤　貞子
（63）

＜平成27年4月＞

会話演習 　

兼任 講師

菅野　俊之
（66）

＜平成27年4月＞

会話演習

兼任 講師

藤間　久子
（57）

＜平成28年4月＞

文学演習

兼任 講師

新村　繁文
（63）

＜平成28年4月＞

食彩演習
特別研究Ⅰ

兼任 講師

橋本　ヨシイ
（61）

＜平成28年4月＞

講師

Ronald Brent Scott
（54）

＜平成27年4月＞

日本国憲法

兼任 講師

中里　明彦
（69）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

Ronald Brent Scott
（57）

＜平成27年4月＞

英会話Ⅰ
(ベーシックレベル)

英会話Ⅰ
(ベーシックレベル)

英会話Ⅰ
(ベーシックレベル)

英会話Ⅰ
(ベーシックレベル)

英会話Ⅰ
(ベーシックレベル)

兼任 講師

Ronald Brent Scott
（55）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

Ronald Brent Scott
（56）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

渡邊　真由美
（43）

＜平成27年4月＞

兼任

国際理解論

兼任 講師

遠藤　盛男
（71）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

渡邉　誠一
（66）

＜平成28年4月＞

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

兼任 講師

石山　波恵
（54）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

渡邉　誠一
（69）

＜平成28年4月＞

教育原理 教育原理 教育原理 教育原理 教育原理

兼任 講師

渡邉　誠一
（67）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

渡邉　誠一
（68）

＜平成28年4月＞
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【認可時又は届出時】 【平成２７年度】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】

　　　・  設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から

　　　　平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　
職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

兼任 講師

笹川　直樹
（67）

＜平成30年4月＞

算数
教育内容指導法　算数

算数
教育内容指導法　算数

算数
教育内容指導法　算数

兼任 講師

井上　秀之
（69）

＜平成27年4月＞

児童家庭福祉

算数
教育内容指導法　算数

兼任 講師

丹野　学
（63）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

丹野　学
（64）

＜平成29年4月＞

丹野　学
（62）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

伊藤　俊明
（67）

＜平成28年4月＞

兼任 講師

阿内　春生
（35）

＜平成29年4月＞

教育行政 教育行政 教育行政 教育行政

兼任 講師

阿内　春生
（33）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

阿内　春生
（34）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

丹野　学
（61）

＜平成29年4月＞
兼任 講師

教育行政
算数
教育内容指導法　算数

兼任 講師

阿内　春生
（32）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

桜田　葉子
（56）

＜平成30年4月＞

家庭支援論

子育て支援政策

兼任 講師

宮前　貢
（76）

＜平成29年4月＞

教育方法及び技術 教育方法及び技術 教育方法及び技術

兼任 講師

鈴木　裕美子
（62）

＜平成29年4月＞

保育内容指導法 表現Ⅱ

教育方法及び技術

兼任 講師

宮前　貢
（74）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

宮前　貢
（75）

＜平成29年4月＞

宮前　貢
（73）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

浅野　洋子
（60）

＜平成27年4月＞

兼任 講師

清水　英典
（67）

＜平成29年4月＞

教育方法及び技術 教育方法及び技術 教育方法及び技術 教育方法及び技術

兼任 講師

清水　英典
（65）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

清水　英典
（66）

＜平成29年4月＞

兼任 講師

中村　勝一
（38）

＜平成29年4月＞
兼任 講師

教育方法及び技術 兼任 講師

清水　英典
（64）

＜平成29年4月＞

ピアノ演習（初級レベル）

兼任 講師

佐藤　菊子
（67）

＜平成27年4月＞

学童保育
学童保育実習

兼任 講師

江川　由美子
（48）

＜平成30年4月＞

保育原理

（注）・　申請書又は届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。



 24

【平成２７年度】

【平成２８年度】

　　　　 　　　　

【平成２９年度】

　　　　 　　　　

【平成３０年度】

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から

　　　　平成２９年度）の表は適宜削除してください。

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

・渡辺博志教授、教職課程認定申請において変更。（保育・教育課程論をオムニバスで担当）
・磯部裕子兼任教員、教職課程認定申請において担当教員の追加。（保育・教育課程論をオムニバスで担当）
・桃井真帆兼担教員、私事都合により退職のため、後任未定。（カウンセリング概論、カウンセリング演習）
・宮前貢兼任教員、教職課程認定申請において担当科目を長島輝子兼任教員に変更。(保育者論）
・長久保和子兼任教員、助教から講師に昇格。
・渡邊真由美兼任教員、一身上の都合による就任辞退のためRonald Brent Scott兼任教員に変更。（英会話Ⅰ（ベーシックレベル））
・遠藤盛男兼任教員、教職課程認定申請において担当科目渡邉誠一兼任教員に変更。（教育原理）
・丹野学兼任教員、教職課程認定申請において担当科目を阿内春生兼任教員に変更。（教育行政）
・中村勝一兼任教員、教職課程認定申請において担当教員を宮前貢兼任教員と清水英典兼任教員に変更。(教育方法及び技術をオムニバスで担当）

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し，

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。なお，設置認可審査時に教員審査省略

　　　　となっている場合は，「教員審査省略」と記入してください。

・専任教員藤村透子講師退職のため島田貴広講師に変更。（平成27年11月AC教員審査済。）
・加藤とよ兼任教員、担当科目の変更に伴い、神戸信行兼任教員に変更。（社会的養護）
・鈴木礼子兼任教員、担当科目の変更に伴い、田村佳奈美兼任教員に変更。（子どもの食と栄養）
・島田貴広兼任教員、兼任教員から専任教員へ変更。（教育内容指導法　体育：後任未定）
・横畑泰希専任教員、授業科目追加による変更。（平成27年11月AC教員審査済。追加科目：相談援助）
・芝田郁子兼任教員、退職のため茂木光代兼任教員に変更。（子どもの保健Ⅱ）

・鈴木（渡邊）美樹専任教員、講師から准教授に昇格。（平成28年11月AC教員審査済。）
・佐藤佑貴専任教員、講師から准教授に昇格。（平成28年11月AC教員審査済。）
・今清孝専任教員、授業科目追加による変更。（平成28年11月AC教員審査済。追加科目：保育相談支援）
・専任教員横畑泰希講師就任辞退。後任未定であるが、平成29年10月から専任教員採用予定で公募中。横畑泰希講師、兼任教員へ変更。（乳児保育）
・兼任教員三浦尚之就任辞退のため小松由美兼任教員に変更。（本学の教育）
・兼任教員三浦尚之就任辞退のため後任未定。（音楽演習）
・松本貴智兼任教員、後任担当教員決定のため変更。（カウンセリング概論）
・加藤とよ兼担教員、退職のため兼任教員へ変更。
・専任教員横畑泰希講師就任辞退。後任未定であるが、平成29年10月から専任教員採用予定で公募中。横畑泰希講師、兼任教員へ変更。（相談援助）
・茂木光代兼任教員、退職のため金子里美兼任教員に変更。（子どもの保健Ⅱ）

・渡辺博志専任教員、授業科目追加による変更。（平成30年1月AC教員審査済。追加科目：ゼミナール）
・島田貴広専任教員、講師から准教授へ昇格。授業科目追加による変更。（平成30年1月AC教員審査済。担当科目：ゼミナール）
・佐藤佑貴専任教員、授業科目追加による変更。（平成30年1月AC教員審査済。追加科目：ゼミナール）
・今清孝専任教員、講師から准教授へ昇格。（平成30年1月AC教員審査済。）
・内藤哲雄兼担教員、退職のため木村泰博兼担教員に変更。（心理査定法）
・藤本要兼任教員、後任担当教員決定のため変更。（教育内容指導法　体育）
・専任教員八木孝憲講師就任。（平成30年1月AC教員審査済。）
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には，「現在（報告書提出時）の状況」に記入した数字に，教員審査を受審済みであり，

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成３０年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告書提出時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告書提出時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

8 4

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数

准教授教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

1

講　師 助　教
計

（Ｃ）

7 0 5 0 12
7 4

准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）
教　授

年齢構成

0 12

（6） （0） （1） （0） （7） ［ － ］ ［ 4 ］ ［ △4 ］

1 0 12
7 4

［ － ］ ［ － ］

　（２）－③　年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告書提出時（上
記（Ｂ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

75 0 0

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
12

= 100 ％
12

　（２）－⑤　現在（報告書提出時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
12
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

１ 講師

自由

選択

必修 0

後任補充状況の集計（Ｅ）

計

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

講師 藤村　透子

体育講義

番　号 職　位

合計（Ｄ）

後任補充状況

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

②

選択

科目

番　号

①の合計数（a）

職　位 専任教員氏名

相談援助

必修・選択・自由の別 就任辞退（未就任）の理由

①

選択

専任教員氏名

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

②の合計数（b） ③の合計数（c）

横畑　泰希 乳児保育

担当予定科目

他大学への転出のため（29）

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

科目 選択 1 選択

必修

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

自由 0

計

必修 0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

必修 0

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

0

必修

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

2 人

1

0

0

0

必修 2 科目 必修 2

必修

必修

①

退職のため（28）

選択

自由

2 必修 0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

計計 0

1 人
2 1

0必修

科目

2 科目

１

後任補充状況

体育

0

自由 0自由 0 自由 0

計 2 計

必修 0 科目

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

必修

選択

自由自由 0

辞任等の理由担当予定科目

0

1 1

必修・選択・自由の別

①

1 選択

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

選択

自由
1 人

計

科目2

0 科目

0 科目

2 科目 0 計

0 選択 0 選択

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 33.33 ％
4
12

0

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 2

4 科目 計 3 計 1 計
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 選択 0

計 0 科目 計 0 計 0

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　該当なし

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人
自由
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

設　置　時 「該当なし」

（平成26年10月認可）

（平成27年4月開設）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成28年2月）

　
　
　福祉学部こども学科は、
学生募集を４月から開始す
ることができた平成２８年
度募集に関しても、志願者
数３１名、入学予定者数２
６名（５月１日現在）と、
厳しい状況であった。平成
２７年度は組織を見直し、
これまでの入学課から入試
広報課という新しい事務局
体制に変更。さらに学生募
集推進委員会に加え、入試
広報戦略検討委員会という
新たな委員会を設置し、月
に２度、様々な広報戦略、
学内ブランディング等につ
いて検討を重ねた。これに
より、前年度よりさらにテ
レビ、ラジオ、新聞等メ
ディアを利用した広報を増
やし、映画館上映前ＣＭ
等、新しい取り組みも行っ
た。大学案内パンフレッ
ト、学生募集要項などの媒
体についてもよりわかりや
すく見直しを図った。結
果、学生数が回復傾向にあ
る学科もあるが、全体的に
大きく伸びることはなかっ
た。
次年度は、従来のメディア
ミックス戦略からの脱却を
図り、クロスメディア戦略
で、本学のステークホル
ダーである高校生や保護者
を「いかに本学に導くか」
という発想（仕掛けづく
り）でより積極的に展開し
たい。今年一年をかけ、ま
とまりつつある学内ブラン
ディング等の戦略を多いに
利用し、より訴求力のある
広報を進めていくととも
に、オープンキャンパス等
の動員を増やし、入試につ
なげていくことができるよ
うに、早期よりＣＭやホー
ムページによる告知を行っ
ていく。さらにこれまでも
実施しているＡＯ選考につ
いて、高校生にとって受験
しやすいような設えに改善
していくとともに、指定校
推薦対象高校を幅広く拡大
し、各高等学校進路指導部
との連携を密に取りなが
ら、こども学科の認知度を
上げ、入学につなげるよう
計画している。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

未履行

１．福祉学部こども学
科の定員充足率の平均
が0.7倍未満となって
いることから、学生確
保に努めるとともに、
入学定員の見直しにつ
いて検討すること。 改善意見

　
　
　充足率の不足による指摘
事項のあった福祉学部こど
も学科については、志願者
数３１名、入学予定者数２
８名（３月４日現在）と、
厳しい状況であるが、昨年
度と比較し定員充足率とし
ては回復傾向にある。
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成28年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 改善意見

（平成29年2月）

 
　昨年度の福祉学部こども
学科においては、志願者
数、入学者数共に厳しい状
況であった。これを受け、
平成２８年度は学生募集推
進委員会に加え、入試広報
戦略検討委員会という新た
な委員会を設置し、月に２
度、様々な広報戦略、学内
ブランディング等について
検討を重ねた。これによ
り、前年度よりさらにテレ
ビ、ラジオ、新聞等メディ
アを利用した広報を増や
し、映画館上映前ＣＭ等、
新しい取り組みも行った。
大学案内パンフレット、学
生募集要項などの媒体につ
いてもよりわかりやすく見
直しを図った。これによ
り、２９年度の同学科の募
集に関して安堵する結果と
なった。
　次年度も、より訴求力の
ある広報を進めていくとと
もに、オープンキャンパス
等の動員を増やし、入試に
つなげていくことができる
ように、早期よりＣＭや
ホームページによる告知を
行っていくと共に、各高等
学校進路指導部との連携を
密に取りながら、こども学
科志願者の安定的確保に努
めていく。

１．福祉学部こども学
科の定員充足率の平均
が0.7倍未満となって
いることから、学生確
保に努めるとともに、
入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

 充足率の不足による指摘事
項のあった福祉学部こども
学科については、平成２９
年度においては志願者数も
十分確保し、入学予定者も
定員を確保（３月３日現
在）できる状態となり、定
員充足率とし妥当な数値と
なった。

履行済

２．既設学部等（福祉
学部福祉心理学科、福
島学院大学短期大学部
情報ビジネス科）の定
員充足率の平均が0.7
倍未満となっているこ
とから、学生確保に努
めるとともに、入学定
員の見直しについて検
討すること。

改善意見

留　意　事　項　等 履　行　状　況

〔福祉学部福祉心理学科〕

　平成２７年度に向けて、
入学定員を８０名より７０
名へ定員減を実施、平成２
８年度入学予定者は６１名
と、充足率の回復に努めて
いる。

〔福島学院大学短期大学部
情報ビジネス科〕

　平成２７年度から、入学
定員を６０名より４０名へ
定員減を実施、平成２８年
度入学予定者３４名と併せ
定員充足率を０．７１とす
ることができたが、更なる
充足率の向上に向けて努め
ている。

履行済

　
　昨年度の指摘事項であっ
た福祉学部福祉心理学科、
並びに短期大学部情報ビジ
ネス科に関して、平成２８
年度募集は福祉心理学科が
入学定員７０名に対し志願
者６６名、入学予定者６１
名、情報ビジネス科が入学
定員４０名に対し入学予定
者３４名と、原発事故の影
響から回復傾向にある。こ
の状況を維持するため次年
度は、従来のメディアミッ
クス戦略からの脱却を図
り、クロスメディア戦略
で、本学のステークホル
ダーである高校生や保護者
を「いかに本学に導くか」
という発想（仕掛けづく
り）でより積極的に展開し
たい。今年一年をかけ、ま
とまりつつある学内ブラン
ディング等の戦略を大いに
利用し、より訴求力のある
広報を進めていくととも
に、オープンキャンパス等
の動員を増やし、入試につ
なげていくことができるよ
うに、早期よりＣＭやホー
ムページによる告知を行っ
ていく。さらにこれまでも
実施しているＡＯ選考につ
いて、高校生にとって受験
しやすいような設えに改善
していくとともに、指定校
推薦対象高校を幅広く拡大
し、各高等学校進路指導部
との連携を密に取りなが
ら、こども学科の認知度を
上げ、入学につなげるよう
計画している。
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 改善意見

（平成29年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 改善意見

（平成30年2月）

留　意　事　項　等 履　行　状　況

 福島県内の進学動向として
は原発事故の影響から回復
傾向が見られつつあるが、
震災前に他学科と比べ、本
県に隣接する宮城県や山形
県からの出願が多い傾向に
あった食物栄養学科につい
ては、震災前のような出願
も少なく、平成３０年度募
集に関しても、厳しい状況
であった。次年度に向けて
は、一般選考への出願は勿
論のこと、学校推薦選考の
うち指定校推薦選考に重点
を置き、対象高校や対象人
数を拡大するなど積極的な
展開を行う。さらにＡＯ選
考について「総合型選考」
に名称を変更、進め方につ
いても、これまで面談中心
の方法を見直し、面談に加
え小論文試験を実施し、学
力の担保も図るとともに、
受験しやすい日程の設定に
改善していく。
福島県に隣接する宮城県・
山形県の高校生に向けて
は、大学、学科の魅力や特
徴だけでは無く、福島県・
福島市の安全性に向け、高
校訪問の訪問回数を増や
し、高校進路指導部との連
携を強化していく。また福
島県内でも①高大接続の推
進、②出前授業・出張講義
などの積極的受託、③オー
プンキャンパスの参加者の
増員を引き続き図ってい
く。

 同一設置者が設置す
る既設学部等（福島学
院大学短期大学部食物
栄養科）の定員充足率
の平均が0.7倍未満と
なっていることから、
学生確保に努めるとと
もに、入学定員の見直
しについて検討するこ
と。

２．同一設置者が設置
する既設学部等（福島
学院大学短期大学部食
物栄養科）の定員充足
率の平均が0.7倍未満
となっていることか
ら、学生確保に努める
とともに、入学定員の
見直しについて検討す
ること。

　厳しい状況を踏まえ、平
成２８年度より学生募集推
進委員会に加え、入試広報
戦略検討委員会という新た
な委員会を設置し、月に２
度、様々な広報戦略、学内
ブランディング等について
検討を重ねた。従来より、
テレビ、ラジオ、新聞等メ
ディアを利用した広報を増
やし、映画館上映前ＣＭ
等、新しい取り組みも行っ
た。大学案内パンフレッ
ト、学生募集要項などの媒
体についてもよりわかりや
すく見直しを図ったが、志
願者の安定的確保に結び付
かなかった。
　次年度は、より訴求力の
ある広報を進めていくとと
もに、他県、特に福島県に
隣接する宮城・山形県の高
校生に向けて、オープン
キャンパス等の動員を増や
し、入試につなげていくこ
とができるように、早期よ
りＣＭやホームページによ
る告知を行っていくと共
に、各高等学校進路指導部
との連携を密に取りなが
ら、食物栄養学科（平成２
９年度より学科名称変更）
志願者の確保に努めてい
く。

未履行

 福島県内の進学動向として
は原発事故の影響から回復
傾向が見られつつも、他県
の比較的広範囲からの志願
者を集めていた食物栄養科
にあっては未だ厳しい状況
が継続し、平成２８年度募
集に関しても、厳しい状況
であった。一般入試への出
願は勿論のこと、推薦試験
においても指定校推薦対象
高校を幅広く拡大するなど
積極的な展開を行う。さら
にこれまでも実施している
ＡＯ選考について、高校生
にとって受験しやすいよう
な設えに改善していく。
他県、特に福島県に隣接す
る宮城・山形県の高校生に
向けては、大学、学科の魅
力や特徴だけでは無く、福
島県・福島市の安全性に向
け、高校訪問の訪問回数の
倍増および高校の進路指導
課との綿密な連携強化して
いく。また福島県内におい
ては①高大接続の推進、②
出前授業・出張講義などの
積極的受託、③オープン
キャンパスの参加者の増
員、を図っていく。

　厳しい状況を踏まえ、平
成３０年度学生募集におい
て、入学金の減免制度を導
入、主たる家計支持者の年
収が本学の提示する金額に
満たない場合、申請により
入学金を半額（６万円）に
減免、食物栄養学科では入
学者の約４割の１０名より
申請があった。また昨年度
同様、学生募集推進委員会
に加え、入試広報戦略検討
委員会を設置し、月に1度、
様々な広報戦略、学内ブラ
ンディング等について検討
を重ねた。テレビ、ラジ
オ、新聞等メディアを利用
した広報を前年度より工夫
した。また、大学ホーム
ページ及び大学案内パンフ
レット、学生募集要項など
の媒体についてもよりわか
りやすく見直しを図った。
しかしながら、志願者の安
定的確保に結び付かなかっ
た。
　次年度は、福島県内だけ
でなく、隣接する宮城県、
山形県の高校生に向けて、
オープンキャンパス等の動
員を増やし、出願につなげ
ていくことができるよう
に、早期より大学案内パン
フレットやホームページに
よる告知を行っていくと共
に、各高等学校進路指導部
との連携を密に取りなが
ら、食物栄養学科の志願者
確保に努めていく。

未履行



31

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

　　　　・アクティブラーニングの実践について

　　　　・ウェブを積極的に活用した情報発信を考える

　　　　・情報技術向上講習会～学生支援への活用と業務効率化に向けたスキルアップ～

　　　②学科ＦＤ研修会

　　　　・就職状況　平成２８年度の結果と平成２９年度の傾向と対策

　　　　　　　　　　　　　～各授業を通して専門職者としての意識をいかに高めるか～

　　　　・プロジェクトに基づいた改革の進め方について

　　　　・本学ホームページのリニューアルについて

　　　　・入試改革のポイント

　　　　・３１年度学生募集に向けて

　　　　・これまでの学生募集状況と競合校との比較・分析

　　　①ＦＤ委員会　　　　

　　　　　実施方針・実施内容の設定、実施計画の策定、学内規程改正の検討、次年度計画の策定、

　　　　実施後の分析、報告内容の全学的観点からの点検等

　　　②学科授業改善委員会　　

　　　　学生からの授業改善提言

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　①ＦＤ研修会　

　　　　・中期計画推進のためのプロジェクトチームについて

　　　②学科授業改善委員会（添付資料：学生受講規程）

　　　③学科評議員会（添付資料：学科評議員会設置及び委員委嘱に関する規程）※完成年度以降に実施

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　①ＦＤ委員会(ＳＤ委員会合同開催)　

　　　　　　平成２９年　４月２６日（教職員２４名参加）

　　　②学科授業改善委員会（学生参加による委員会）

　　　　　  平成２９年６月２３日（教員２名参加）・１１月２４日（教員２名参加）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　　　平成２９年　７月１２日（教職員２２名参加）

　　　　　　平成２９年　７月２６日（教職員１９名参加）

　　　　　　平成２９年１１月　１日（教職員２５名参加）

　　　①ＦＤ委員会（添付資料：福島学院大学学則、ファカルティ・ディベロップメントに関する規程）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

７　その他全般的事項

＜福祉学部　こども学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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　　　　学科ＦＤ研修会は、学科長が召集し、開催する。

　　　②学科非常勤ＦＤ研修会

　　　　・前期授業参観結果報告と教員授業実施規程について

　　　　・教育職員免許法・同施行規則の改正および教職課程コアカリキュラムについて

　　　　・学生との授業改善委員会の報告

　　　　・授業実施状況と課題、授業における各自の改善・工夫している点について

　ｂ　実施方法

　　　①ＦＤ研修会　　　　　　

　　　　ＦＤ研修会は、委員長（学長）が召集し、開催する。

　　　②学科非常勤ＦＤ研修会　

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　①ＦＤ研修会(ＳＤ研修会合同開催)

　　　　・第１回　　平成２９年８月３０日（教職員７０名参加）

　　　　・第２回　　平成２９年９月１５日（教職員６５名参加）　　　

　　　　・第３回　　平成３０年１月　５日（教職員８２名参加）

　　　②ＦＤ研修(ＳＤ研修合同開催)

　　　　・情報技術向上講習会～学生支援への活用と業務効率化に向けたスキルアップ～　

　　　　Word 応用編       平成２９年９月１９日（教職員５名参加）

　　　　Excel応用編　     平成２９年９月２０日（教職員６名参加）

　　　　PowerPoint応用編　平成２９年９月２１日（教職員４名参加）

　　　③学科ＦＤ研修会(短期大学部保育学科と合同開催)

　　　　・就職状況　平成２８年度の結果と平成２９年度の傾向と対策

　　　　　　　　　　　～各授業を通して専門職者としての意識をいかに高めるか～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年　６月１５日（学科専任教員８名参加）

　　　　・アクティブラーニングの実践について　　平成２９年１０月２６日（学科専任教員６名参加）

　　　④学科非常勤ＦＤ研修会

　　　　　　平成２９年８月３１日（非常勤教員６名参加・学科専任教員３名参加）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　実施結果を授業内容方法の改善に向けてより充実させていきたい。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　実　　施：無　（見直しのため一時中断）

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等
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　ａ　公表（予定）時期

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　福祉学部こども学科では、設置の趣旨・目的に教育・福祉両面に渡る発達支援、子育て支援を担う人材育成を掲げ、
平成２７年４月に初学年となる学生を迎えた。１年次においては、｢子ども大好き｣との思いを強くして入学してきた学
生に、｢真心こそすべてのすべて｣を基調とする建学の精神や、人間として求められる教養や人間関係及び保育現場でも
必須の情報などを学びながら、子どもの発達や｢子どもの保健Ⅰ｣、｢音楽｣、｢ピアノ演習｣などの学びを進めている。ま
た｢保育者論｣、｢保育内容総論｣にかかる学びを通して、保育者の仕事がかけがえのないものであることや難しさを学
び、４年間の本学における学びの具体的目標を捉えることができるよう現在取り組んでいる。
　２年次においては、１年次の学びを土台にして、教育の基礎理論に関する科目「教育原理」や「教育心理学」の学び
を通して、個々の子どもの成長発達と子どもの個性的存在にかかる知見を深めるよう進めている。また「保育内容指導
法　環境」、「保育内容指導法　言葉」、「保育内容指導法　表現Ⅰ」の３領域にかかる学びを通して、子ども一人ひ
とりの個性的な学びをしっかり見届け、優しく温かい真心を込めた人間的な対応ができる保育・教育の在り方を考える
ことができるようにしている。学期後半には本学附属、認定こども園での基本実習（１週間）を経験することにより理
論と実践の統合の必要性を体験させ、３年次以降の実習に備えている。
　３年次は１・２年次での学びを生かしながら、「教育行政」、「教育相談」、「教育方法及び技術」など実践に即し
た科目を学んでいる。また１～２年次までの学びと実践的経験を通じて、自らの課題探究のために「ゼミナール」を選
択し、研究を深めている所である。さらに「国語」や「算数」で幼児期における文字や数量に関する指導について学
び、４年次における「幼稚園教育実習」に向けて実践的な指導技術の向上を身につけるよう勉学に励んでいる。30年度
は４学年の揃う学科となり、また４年間の学びのまとめの段階となる。教育実習の事前指導、及び「幼稚園教育実習」
により、本格的な幼稚園教諭としての自覚と自信を持てるように取り組んでいる。併せて、保育士資格取得のために
「保育実習Ⅱ」の実習及びその「実習指導」を通じ、乳児から幼児への連続した発達理解を確かなものにしていく。ゼ
ミナールでの研究を通じて自らの考察を深めさせ、卒業論文の作成を加速させ、各々の教育・保育観を確立させてい
く。さらに、４年間の学びを振り返るとともに、「保育・幼稚園教職実践演習」の学びを通して、幼稚園教育が抱える
課題への具体的な対応策を考察し、学び続ける教員となるための自己研修の充実を考えることができるように取り組ん
でいるところであり、各学年・各段階の達成目標は計画通りに進んでいる。

②　自己点検・評価報告書

　　　平成２９年度　大学機関別認証評価　自己点検評価書

　　　　含めて記入してください。

　　・平成３０年４月公表済

　ｂ　公表方法

　　　本学ホームページ上に公表

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２９年度（２０１７年度）に評価機関（公益財団法人日本高等教育評価機構）の評価を受審し

　　「適合」判定を受けたため、次回は平成３６年度（２０２４年度）の予定である。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成３０年　６月　　）
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